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要旨 

 大学教育において、なぜこれほどまでに海外留学プログラムが一般化しているのだろう

か。本稿ではその理由を海外留学の学習成果に探ることとし、学士課程教育の一環として

提供される海外留学の学習成果測定の意義や目的、その方法を探索することを通して、大

学教育において海外留学を設定することの意義を考察することを目的とした。本稿では以

下のことが議論された。第一に、海外留学の成果として獲得される能力は、必ずしも海外

でのみ獲得可能なものではないが、知識や技能、態度等、今日の大学教育を通して育まれ

ることを期待される能力であることは確かである。第二に、大学において提供される海外

留学プログラム、及びその学習成果の多様性に応じて、成果測定の時期や方法もさまざま

に異なる。第三に、本稿における事例研究では、学習者による主観的評価と教育者による

客観的評価は必ずしも一致せず、主観的評価の判定は客観的評価の判定よりも高く出る傾

向にある。成果の測定や教育評価の意義は、主観的評価と客観的評価をすり合わせると共

に、評価結果を踏まえて学習活動を調整したり、指導方法を見直したりすることにある。 

  

1. 何が海外体験の学習成果なのか 

1.1. 目的 

海外留学や海外研修を卒業要件とする学部や学科、専攻等をもつ日本の大学は全体の 1

割を超え、留学や海外研修を正課科目として設けて単位認定している大学は全体の 6 割を

超える（正楽ほか, 2017）。こうした専攻や科目等は今後も新設され続けるであろう。大学

教育において、なぜこれほどまでに海外留学プログラムが一般化しているのだろうか。留

学や海外研修を卒業要件とする学部等の卒業認定・学位授与の方針や教育課程編成・実施

の方針を見てみると、外国語運用能力やコミュニケーション能力、主体性、問題解決能力、

専門知識の獲得、異文化知識・能力といった用語が並んでいる（Take and Shoraku, 2018）。 

 2008 年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」以降、学士課程教育が共

通して目指す、分野横断的な学習成果とその測定、評価のあり方が議論されてきた。海外

留学の学習成果とされる外国語運用能力やコミュニケーション能力等は、学士課程教育に

共通して求められる知識や能力であり、大学教育に海外留学プログラムが乱立している状
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況の大義名分を立たせるためにも、海外留学の学習成果の測定、評価にもとづく検証が必

要とされたのである。学習者の学習成果の質の保証とその評価の時代にあって、海外留学

プログラムが確かな成果をあげていることを知らしめることが求められている。本稿の目

的は、学士課程教育の一環として提供される海外留学の学習成果測定の意義や目的、その

方法を探索することを通して、大学教育において海外留学を設定することの意義を考察す

ることである。 

 

1.2. 学習成果の定義 

 2000 年代に入って、大学のグローバル化に係る政府補助金事業が矢継ぎ早に開始され、

大学は日本人学生の送り出しに本格的に取り掛かった１。政府補助金事業の評価指標には、

「日本人学生に占める留学経験者の割合」（スーパーグローバル大学創成支援事業）や「卒

業時における単位取得を伴う海外留学経験者数」（経済社会の発展を牽引するグローバル人

材育成支援）、「本事業において海外に留学する日本人学生数の推移」（大学の世界展開力強

化事業）等、日本人学生の送り出しに係る指標が見られる２。しかし、これらの指標のど

れをとっても、事業の成果を量によって測定しようとはしているが、成果の質の側面を十

分に酌んでいるとはいえない。上記の様な指標だけでは、「（海外留学によって）学習者が

何をどこまで習得することが期待されるのか／習得したのか」という、今日的な意味での

学習成果を測定することはできない。 

 ここで、本稿で用いる「学習成果」という用語について説明する。2008 年の「学士課程

教育の構築に向けて」では、「学習成果（ラーニング・アウトカム）」は「プログラムやコ

ースなど、一定の学習期間終了時に、学習者が知り、理解し、行い、実演できることを期

待される内容を言明したもの」と定義される（文部科学省, 2008: 61）。これは、OECD（2009: 

8）が定義する「学習成果（learning outcomes）」に倣った定義であり、「この言葉の国際的

な使い方と歩調をあわせたものである」（松下, 2017: 18）。本答申の定義を受けて深堀（2015: 

8）は、大学教育の学習成果とは、「学位プログラムを履修した総合的な成果として学生が

獲得することが期待されている知識・技能・態度である「コンピテンス」と、学位プログ

ラムを構成する各科目のなかで達成可能であり、測定可能な具体的な教育目標である「学

習成果」といった、抽象度の異なる成果の両方を含む概念である」とした。この解説は、

狭義の学習成果と広義の学習成果の存在をうかがわせる。Aerden（2015）も、狭義の学習

成果は具体的、かつ測定可能な指標であるとし、例えば、「グループワークへ参加すること

ができる」状態はコンピテンシーの獲得といえるが、これだけでは狭義の学習成果の達成

を測ることはできない。学習成果の達成とは、「複数国や複数の文化が混在する環境下でな

されるグループワークに積極的に参加し、ヘルスケアマネイジメントに関する議論を牽引

                                                      
１ 詳細は、正楽ほか（2017）の図 1 参照。 
２ 文部科学省・日本学術振興会の各事業のウェブサイト 
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することができる」状態を指す（Aerden, 2015: 9）。 

 他方、2012 年の中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向

けて」では、学習成果ではなく学修成果の用語が使用されている。吉田（2017）はその理

由を、大学での学びは大学設置基準上「学修」であることによるという。しかし、学習成

果と学修成果は区別しないで用いられることが多い現状に鑑みて、本稿では、どちらも学

習成果と表記する。ただし、両者の意味の違いを特段に区別する必要があるときには、松

下（2017: 18）による両者の差異化に倣って、学習成果を「目標としての学習成果（intended 

learning outcomes）」、学修成果を「評価対象としての学習成果（achieved learning outcomes）」

と表記する。 

 次に、学習成果を測る時期についてである。上で述べたとおり、学習成果とは、学習者

が一定の学習期間終了時に何をどこまで習得することが期待されるのか／習得したのかで

あるから、時間的な幅や期間をどのように設定するのかによって成果の見せ方が異なって

くる。ブルームほか（1973）によると、教育評価の方法は大きく、学習成果の測定がプロ

グラムやコースの最終段階においてなされる総括的評価と、プログラムやコースの途中で

適時なされる形成的評価に分けられる。総括的評価は、「生徒の成績や合否の判定を行い、

教師の活動成果やカリキュラムを評価することを主要目的としている」のに対して、形成

的評価は、「過程が完了した時点においてではなく、過程の形成途上において行なわれるも

のであり、次の教授活動や学習活動がより適切で、有効に行われるために必要な修正部分

を即座に指摘するもの」と定義される（ブルームほか, 1973: 25-26）。総括的評価の例とし

ては、すべての授業が終わった後に実施される試験や卒業論文があり、形成的評価の例と

しては、各回の授業で実施するミニッツペーパーやポートフォリオ評価がある。 

本稿第 4 節で分析するデータは学習過程の途上のものであり、本来的には形成的評価の

方法でもって測定されるべきである。しかしながら、本稿では、総括的評価の方法である

ルーブリック評価によって測定している。塚原ほか（2017）によれば、ルーブリック評価

は、形成的評価としても活用できる総括的評価の方法である。試験や標準テスト等に替わ

って学習成果を可視化させるために開発されたルーブリック評価は、学習者がプログラム

やコースの終了時に何をどこまで習得したのかを測る手段であるが、プログラムやコース

の途中であっても、学習者がその時点でどの程度学習目標を達成できているのかを確認し、

学習活動を調整したり、指導方法を見直したりすることが可能となる。ルーブリック評価

を用いた海外留学の学習成果測定の例として、カッティング（2016）は、留学前と留学後

それぞれにおけるグローバル学習（global learning）に関する VALUE（Valid Assessment of 

Learning in Undergraduate Education）ルーブリックの評価規準のなかから、多様な視点の獲

得と文化的多様性の理解、グローバル社会における複雑な課題に対する知識の活用の 3 規

準を測定し、学習者がもつ各規準の留学前後の伸びを測定した。 
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1.3. 海外留学の学習成果 

 Salisbury ほか（2013）は、大学進学前や大学での学習環境、海外留学に対する志向等、

異文化知識・能力に所与の影響を与えると考えられる条件を統計的に処理したうえで、海

外留学による異文化知識・能力の獲得を分析した。その結果、海外留学による異文化知識・

能力の獲得は統計的に有意な正味の効果であることが立証された。ほかにも、海外留学と

異文化知識・能力の獲得に関する研究は多く、異文化知識・能力は海外留学の最たる学習

成果であるといえよう（Covert, 2013, Engle and Engle, 2004, Forsey ほか, 2011, Jackson, 2015, 

Rexeisen, 2012）。異文化知識・能力に関する研究の元始は 1960 年代の米国に遡り、米国や

ヨーロッパの観点によって議論されることが多かった（Deardoff, 2006）。Spitzberg and 

Changnon（2009: 7）によると、異文化知識・能力は「さまざまに異なる認知的及び情緒的、

行動上の志向をもつ人びととのインタラクションを適切かつ効果的に取り行える能力」で

ある。異文化知識・能力の獲得に際して必要となる個人の特性として、他人を尊重したり、

判断を保留したりする寛容性、多種多様な文化についての知識を有していることに加えて、

この知識を活用するスキル、適応能力や文化相対主義の習得、複数文化のなかでのコミュ

ニケーションをとれる能力を備えていることが挙げられる（秋庭, 2012: Arasaratnam-Smith, 

2017）。 

 海外留学の学習成果にはほかにも、市民的社会参加（ボランティア活動やサービスラー

ニング、地域奉仕活動等）の促進、社会起業家精神の涵養、社会奉仕活動への関与等が挙

げられる（Mulvaney, 2017: Paige ほか, 2009）。Paige ほか（2009）は、6 千人以上の海外留

学経験者に対する回顧的追跡調査を実施し、在学時代に海外留学を経験した者は市民的社

会参加の促進や社会起業家精神の涵養、社会奉仕活動への関与等が顕著であることを実証

した。海外留学の学習成果に関する研究の多くが留学の短期的な効果に焦点を当てている

のに対して、Paige ほか（2009）は留学の長期的なインパクトに焦点を当てており、さらに、

海外留学の個人としての意義のみならず、社会に対するインパクトにも着目している点で

貴重である。Paige ほか（2009）を受けて、Mulvaney（2017）は在学時代（学士課程）の

海外留学経験者と非経験者の行動特性を比較分析し、前者は長期にわたって海外との接点

をもち続けることを明らかにした。英語を始めとする外国語運用能力も海外留学の学習成

果の代表例である（Engle and Engle, 2004）。 

 海外留学はかつて、海外の大学での講義を受講して所定の単位を修める、いわゆる学位

留学が主流であった。当時の海外留学は学位取得や職業達成、専門知識の獲得に動機づけ

られていた。しかし、留学期間や留学先での学習内容が多様化するに伴い、学習成果も、

職業達成や専門知識の獲得に加えて、上で議論したとおり、異文化知識・能力や社会への

影響力の涵養等、より複合的になってくる。本稿 1.2 で議論したとおり、海外留学の学習

成果の測定は「（海外留学によって）学習者が何をどこまで習得することが期待されるのか

／習得したのか」への回答であり、異文化知識・能力や社会起業家精神のような、いわゆ
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る汎用的な能力の達成状況を一般的な試験によって測定することは難しい。学習成果の測

定及び評価方法については本稿 3 に譲るが、次に、現在のように、海外留学の学習成果の

可視化の必要性が叫ばれるようになった背景を確認しておく。 

 

2. なぜ海外体験の学習成果を測定するのか 

 高等教育機関によって実施される海外留学プログラムの数が増大する状況に危機感をも

った Deardorff（2015）は、プログラム数やそれによる派遣者数に基づいた評価だけではな

く、参加学生の学習成果を適切に評価することが重要であるという。本稿の冒頭で提示し

たとおり、日本の大学にも実に多くの海外留学プログラムが存在する。この背景には、本

節で述べる「グローバル人材」を背景とする国内的な事情に加えて、世界大学ランキング

に見る日本の大学の存在感の低下を始めとする対外的な事情がある。在学中の海外体験は

今や稀有なものではなくなりつつある。また、大学進学率の上昇によって、入学試験制度

の選抜機能がもはや本来の役割を果たせなくなっている。国際系の大学や学部、例えば、

留学や海外研修を卒業要件とする学部や学科、専攻等の入学者受け入れ方針（アドミッシ

ョン・ポリシー）を見てみると、外国語運用能力やコミュニケーション能力といった用語

が並んでいるが、果たして、これらの能力を確かに備えた入学者を選抜できている大学は

どの程度あるだろうか（Take and Shoraku, 2018）。大学進学時に備えているべき能力を欠い

た学生が少数派ではなくなり、卒業時に身につけておくべき能力を身につけさせて社会へ

送り出すことの必要性が強調され始め、学習成果の測定とその可視化が課題となった。も

ちろん、大学教育の質保証は以前からその必要性が認められ、いくつもの指標でもって評

価が試みられていた。しかし、修業年限での卒業率や中退率、教員の教育業績等を指標と

する評価が中心であり、これらの指標は学生の能力を直接的に測定する指標としては不十

分であるといわれるようになった（山岸, 2014）。 

 コミュニケーション能力や問題解決能力等、就職基礎能力や社会人基礎力、学士力にお

いて提唱されている能力の獲得は、必ずしも成績（GPA 等）への直接的な寄与はないかも

しれない。しかしながら、社会で必要とされる能力として、在学中に獲得することを強く

求められている。深堀（2015, 2017）は、留学先での学習成果を単位認定したり、海外の大

学で取得した学位を日本で正当に評価したり、さらに、海外での学びを学習履歴として、

客観的指標で記録したりすることによって進路先や雇用主に伝達することが海外留学の教

育的意義を制度的に保証することになるという。選抜性の高い大学の卒業生を採用し、入

社後に鍛えればよいと考えられていた時代は過去のものとなった。長引く景気低迷によっ

て多くの企業に自社で教育する余裕がなくなるにつれて、大学の教育力が試されるように

なった。こうして大学は、社会で必要とされる能力を在学中に備えさせることを期待され

るようになったのである。大学は、この期待をはねのけることがもはやできなくなってい

た。それは、景気低迷に伴う緊縮財政は教育界にも影響を及ぼし、規制緩和による弊害を
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補うために、教育の成果を目に見える形で示すことを求められるようになったからである

（深堀, 2015）。 

グローバル化に伴う社会環境の変化に対処できる人材として産業界が提唱したことば

が「グローバル人材」である。日本政府のグローバル人材育成推進会議は「グローバル人

材とは、世界的な競争と共生が進む現代社会において、日本人としてのアイデンティティ

を持ちながら、広い視野に立って培われる教養と専門性、異なる言語、文化、価値を乗り

越えて関係を構築するためのコミュニケーション能力と協調性、新しい価値を創造する能

力、次世代までも視野に入れた社会貢献の意識などを持った人間」（文部科学省・産学連携

によるグローバル人材育成推進会議, 2011: 3）と定義した。本名ほか（2012）では、「グロ

ーバル人材」は「多様な文化のなかで仕事ができる人員」とされている。企業が「グロー

バル人材」に求める資質や能力としては、異文化知識・能力もさることながら、自分の考

えをしっかりともち、相手に伝えることができる基礎的な力が挙げられている（五十嵐, 

2015; 德永・籾井, 2011）。友松（2012: 6）は、「グローバル人材」と国内人材との本質的な

違いは、前者がもっている「異文化のもとで何事かを成し遂げようとする、ある種の性向」

であるとし、これをグローバルマインドと呼んだ。グローバルマインドとは、「多様な文化

や価値観との相乗作用によって、新たな価値を生み出そうとする発想と行動様式」と定義

される（友松, 2012: 6）。このことからも分かるとおり、現在の社会が求めているのは成績

優秀者よりもむしろ、コミュニケーション能力や主体性、積極性、問題解決能力、異文化

知識・能力に長けていることである。従来の「学力」の範疇には収まりきらないこれらの

力には「新しい能力」といったことばが充てられ、この能力をいかに育むのかが学校段階

の違いを超えて議論されている（松下ほか, 2010）。 

 

3. どのように海外体験の学習成果を測定するのか 

3.1 学習成果の測定とは 

 前節で述べた通り、大学における海外留学の学習成果を測定することは、大学教育によ

って獲得された能力が社会で求められる能力へと推移していることを確認することである。

また、学習成果の測定は大学教育の社会的説明責任を果たすことだけでなく、学生本人が、

自分の学びを自覚し、社会に出た後でその学びを生かすための役割も果たしている。大学

の社会的位置づけが変化するにつれて、高等教育における学習成果の測定も多様化した。

松下（2012）は、学習評価の構図として、山田（2012）を引用しながら、間接評価と直接

評価の 2 つを示した。前者は、学生本人が認識している学習成果であり、質問紙等に回答

させることによって測定する。後者は学生本人が提示する学習成果であり、課題に対して

学生が行動した結果を測定する。松下（2012）はこれに加えて、伝統的に行われてきた試

験等による心理測定学的パラダイムと、それだけでは測定できない学習者の能力を評価す

るためのオルターナティブ・アセスメント（代替的評価）の 2 つの軸から、学習評価の構
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図を示した。Yorke（2003）は高等教育を改善し、学習成果の質を高めるために総括的評価

と形成的評価の違いを示し、それぞれで必要な評価方法及び評価項目についてまとめた。

従来は、総括的評価によって学生がカリキュラムに示された学習目標を達成しているかど

うかを学期末や授業の最後に測定し、評価することが目的とされていた。しかし現在は、

形成的評価により学生の学習を高めるための情報を、学生本人に示すことも重要だと考え

られている。Teras（2009）は、その方法として質問紙やフィードバック、ピアレビュー等

を挙げている。 

このように、学習成果の測定には異なる目的があり、測定方法もそれに合わせて異なる。

学習成果の評価の目的は学生の学習成果を多角的に評価し、評価者や学習者本人、そして

第三者がそれらを共有することにある。これにより、学生一人ひとりの学び、また大学全

体での評価を議論し、それぞれにとって意味のある学習へとつなげられるようになる。そ

のためには、各大学がもつ海外留学プログラムにおいて、海外留学の学習成果を整理し、

何を評価したいのか、何のための学習成果なのかを明確化し、その目的に合わせた測定方

法を選定することが不可欠である。 

 

3.2 海外体験の学習成果の測定方法 

 大学生の海外留学は期間や内容、目的に応じて多様化しており、その学習成果をある特

定の項目により、全員を均一に測定することは適切ではない。そのため、各大学で行われ

ている海外留学の学習成果の測定には異なる手法が用いられ、最適な方法が模索されてい

る。海外留学の目的を語学力の向上として、その伸び率を量的に測定する（野中ら, 2002; 前

田, 2016）、多文化コミュニケーション能力の向上を目的として、異文化コミュニケーショ

ン能力に関する項目をアンケートで集計する（宮本・松岡, 2000）等がある。渡部ほか（2017）

は、独自に定義したグローバル力（コミュニケーション能力と問題解決能力、グローバル

マインド、留学先での学習行動）を行動特性診断テストにより数値的に測定し、学問・学

術的学び、外国語運用能力の獲得、異文化適応能力の獲得、人間的成長の 4 つを海外留学

の教育的価値として、学部生に対して個人別態度構造分析（PAC分析）を用いた。伊佐（2016）

は、海外留学の学習成果として自信と自己効力感を挙げ、それぞれに尺度を用いてアンケ

ートで集計し、量的に分析を行った。 

測定の対象になる成果物については、学習やキャリア、語学を複合的に評価できるよう

なポートフォリオ、学生の研究報告の分析等が挙げられる（甲谷・中村, 2015; 佐々木, 2017; 

杉野, 2015）。特にポートフォリオは、多岐にわたる学生の海外体験をまとめるという有用

性が支持されているが、それをどのように測定するのかが議論された例は少ない。松下

（2012）は、このポートフォリオとルーブリックを組み合わせた評価方法について議論を

まとめた。ルーブリックには、学習目標の共有促進、学習者の自己評価及び改善の促進、

教師の評価観探索促進、評価の信頼性の向上の 4 つの機能があると示されている（富田ほ
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か, 2015）。松下（2012）は、アメリカのアルヴァーノ・カレッジ等の実践例を用いて全米

カレッジ大学協会（Association for American Colleges & Universities）が作成した VALUE ル

ーブリックが、今までさまざまな目的と評価方法で行われていた大学ごとの学習成果の「共

通性」と「多様性」の統一をはかる点に大きな特徴があることを述べている。VALUE ル

ーブリック自体の妥当性は今後議論されるべきだが（松下, 2012）、従来行われてきた個別

の測定方法を超えて海外体験の学習成果を検討するにあたり今後発展する可能性があると

考えられる。 

 

4. 学士課程教育における海外体験の学習成果 

4.1. 「グローバル・スタディーズ・プログラム」の概要 

 本節では、前節で取り上げた測定方法のなかから、VALUE ルーブリックを使った海外

留学の学習成果の測定を行い、海外留学の学習成果を測定することの意義を考察すると共

に、成果の測定方法の適切性について検討する。 

 VALUE ルーブリックによる海外留学の学習成果を測定するため、筆者は「学士課程教

育における海外体験の学習成果に関する研究」（以下、学習成果研究という）を実施した。

学習成果研究の対象は 2017年 8月～9月の間に大学の海外留学プログラムによって海外留

学した学生 4 名（A さん、B さん、C さん、D さん）であり、研究手法は筆者と研究対象

者の一対一の半構造化インタビューである３。この 4 名は、派遣先国は異なるが、いずれ

も短期外国語研修へ参加している。調査期間は 2017 年 11 月の 1 か月間である。 

 VALUE ルーブリックの全 15 のルーブリックのなかから、「異文化知識・能力 VALUE ル

ーブリック」と「チームワーク VALUE ルーブリック」を選択した。この 2 つのルーブリ

ックを選択した理由は、被調査者 4 名が参加した海外留学プログラム「グローバル・スタ

ディーズ・プログラム」（以下、GSP という）に関して、この 4 名の所属学部及び学科の

教育課程編成・実施の方針に次のように掲げられているからである。「グローバルイシュー

の解決に向けて他者と協働しつつリーダーシップを発揮する行動力を身につけることがで

きるグローバル・スタディーズ・プログラム科目を開設する。」ここでのグローバルイシュ

ーとは、「環境、災害、民族、宗教、経済格差、人権、教育、社会福祉等に関わり、現代社

会が地球規模での協働を通して取り組まなければならない課題」であり、GSP の学習目標

は、自己と他者との境界、とりわけ、国や地域の境界を超えた人びととの協働が必要とさ

れる課題の解決に必要とされる行動力を身につけることである。異文化や協働、リーダー

シップが鍵概念であり、「異文化知識・能力 VALUE ルーブリック」と「チームワーク VALUE

ルーブリック」の評価規準が評価の観点としてより適当であると判断した４。 

 GSP は、被調査者 4 名の所属大学（K 大学）が実施する留学や海外研修を必須とする正

                                                      
３ 全員 1 年生、A さんのみ自然科学系の専攻であり、3 名は社会科学系の専攻である。 
４ 全評価規準は本稿末の資料（別表 1）を参照のこと（松下, 2012: 資料 3-9, 3-12）。 
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課科目である。学生は一年次の科目「グローバルイシュー概論」及び「グローバルイシュ

ー演習」、さらに「GSP 演習（オリエンテーション）」を受講後、自らの選択に応じて短期

外国語研修、あるいはサマースクール、海外スタディツアー、海外インターンシップ、そ

の他の留学（交換留学、交換留学以外の短期留学）のいずれかのプログラムへ参加する。

帰国後は、「GSP 演習（リフレクション）」を受講する。「グローバルイシュー概論」から

「GSP 演習（リフレクション）」までの合計 7 単位の修得により GSP の履修が完了するが、

その間、適時提出物が課せられる。被調査者の 4 名はそれぞれ約 2 週間の短期外国語研修

へ参加したが、インタビューの実施時点では、帰国後の「GSP 演習（リフレクション）」

は未受講である。 

 インタビュー調査の実施に際して、すべての被調査者に同意書の提出を依頼した。同意

書には、研究の意義と目的のほか、各被調査者が研究参加者として選定された理由、研究

への参加と撤回の方法、研究に参加することにより期待される利益、予測されるリスク、

危険、心身に対する不快な状態や影響、研究成果の公表の可能性、守秘や個人情報、研究

データの取り扱いについての説明を付記した。 

 インタビュー調査の実施に先立ち、被調査者は、「異文化知識・能力 VALUE ルーブリッ

ク」と「チームワーク VALUE ルーブリック」を用いての主観的評価を行うよう指示され

た。被調査者は、本稿末の参考資料にある両ルーブリックの評価規準（左端の評価項目）

と 1～4 の基準を隠した資料（以下、ワークシートという）を渡され、筆者不在の場で予め

回答した後、筆者によるインタビューを受けた５。「異文化知識・能力 VALUE ルーブリッ

ク」と「チームワーク VALUE ルーブリック」の趣旨はインタビュー調査の開始に際して

筆者によって明らかにされ、インタビュー調査では、各評価規準に対する被調査者による

主観的評価について掘り下げて聴き取りを行った。インタビューの音声はすべて録音し、

データはすべて逐語録された。インタビュー・データの逐語録から「異文化知識・能力

VALUE ルーブリック」と「チームワーク VALUE ルーブリック」の全 11 の評価規準それ

ぞれを 1 つのコードとして、コードごとにインタビュー・データを抜き出した。 

 

4.2. VALUEルーブリックによる学習成果の測定 

4.2.1. チームワークとリーダーシップ 

 「チームワーク VALUE ルーブリック」では、「チームワークとは、個々のチームのメン

バーの統制のもとに行われる行動である（チームの課題に対する努力、他者との関わり方、

チームで議論を行う際の貢献の質と量）」とされる（松下, 2012: 108）。ワークシートでは「チ

ーム」のほか、「グループ」や「プロジェクト」等に特に定義は設けず、被調査者の体験に

即して自由に解釈させた。被調査者自身以外の人物（「（チームの）メンバー」や「相手」

                                                      
５ 1～4 の基準はそれぞれ D,C,B,A と記載した。 
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等）について言及している場合、その他者は誰でも構わず、現地で初めて出逢った他者や

外国人に限らず、日本からの同級生や日本人でも構わないとした。 

 次は A さんの発言であり、留学先でのグループ・ディスカッションの状況を語っている

場面である。 

 

自分には貢献できない部分がある分、その代わりの分の役割を自分が率先して担う

ことはしていました。例えば、（グループのほかのメンバーが）意見を言ってくれた

から、自分は、相手が言ってくれたことをすべて模造紙に書いたり、グループ発表

の発表者の役をやったりして、相手の負担を減らそうとしました。 

 

 ディスカッションのテーマとして与えられた「ヒーロー」について、グループのほかの

メンバーが次々に意見を出しているなか、A さん自身は気の利いたアイデアを思い浮かべ

られず、意見を出せずにいた。A さんは、その原因は自分の英語力にあるのではなく、ア

イデアが出せないことであると振り返っている。アイデアさえ思いつけば、自分は発言で

きると考えている。さらに、グループのディスカッションへ貢献できなかったことを「申

し訳ない」とも考え、ほかの方法でグループへ貢献したのである。これは「チームワーク

VALUE ルーブリック」の評価規準のうち、「チームの話し合いへの貢献」に該当するであ

ろう。「チームの話し合いへの貢献」に対するAさんのワークシートでの主観的評価は「1」、

つまり、「考えを共有するが、グループの作業を前進させはしない。」である。インタビュ

ーでの A さんの発言を見ると、グループの作業を前進させていないわけではないことがう

かがえる。意見こそ出せなかったが、ほかの作業を自らかって出ることによってグループ

の作業の前進に貢献できている。しかし、「2」の「グループの作業を前進させるために新

たな示唆を与える。」には至っていない。A さんの行動を新たな意見を出すことによるグル

ープへの貢献へいかに引き上げるかが、今の A さんに対して必要な指導であることがわか

る。 

 上記の A さんの行動は、「建設的なチームの雰囲気の醸成」に係る行動でもある。なぜ

なら「礼儀正しく建設的なコミュニケーションを行うことで、チームのメンバーを丁重に

扱う。」や「チームのメンバーに対して、支援および（もしくは）励ましを与える。」こと

によってチームワークの実行に一役かっているからである。この評価規準に対する A さん

の主観的評価は「2」であり、筆者による客観的評価と同じ結果となった。メンバーの発言

に対して肯定的な立場を取るのか、反論するのかを明確にしたうえで、それをメンバーに

対して示したり、ほかのメンバーの前進を促したりできるようにするための指導が必要で

ある。 

 次は「チーム内での対立への対応」に係る発言である。 
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自分のグループと相手グループの一人ずつが一対一のデッドヒートみたいな状況に

なってしまうと、入り難いなという感じはありました。（特定の人しか議論に加わっ

ていないという状況を）ただただ見ているしかない。 

 

 これは、D さんによる「[チーム内での]対立への対応」の場面である。D さんによると、

担任教員は、複数のメンバーが話せる雰囲気づくりをしており、D さんを含めたメンバー

はそれを心がけていた。しかし、一人、D さんが以前から苦手意識をもっていたメンバー

がおり、このメンバーとの意思疎通に困難を感じていた。インタビュー・データには、ほ

かのメンバーもこの一人に対して苦手意識をもっていたのかを判断できるデータは存在し

ないが、上記の D さんの発言から、D さんはチーム内での対立には何ら対処できていない

ことがうかがえる。「[チーム内での]対立への対応」に対する D さんの主観的評価は「3」、

つまり「対立を認識し、把握した上で、それに取り組み続ける。」であった。しかし、D さ

んは「ただただ見てい」たのである。D さんが対立へ対応してリーダーシップを発揮する

には先ず、「代替的な視点、考え、意見を受動的に受け入れる。」ことが必要である。「ただ

ただ見てい」るのではなく、チーム内のどのようなメンバーであれ、対立を傍観するので

はなく、対立的な態度等を迎え入れられる素地を育んでいかなければならない。 

 下の C さんの発言は、C さんと日本人同級生との留学先での様子を語った部分である。 

 

お互いに言いたいことを言い合ったら、相手が自分に対して思っていることもわか

って。それからは、言いたいことを言うようにして、そしたら生活が苦ではなくな

った。 

 

 C さんは留学先でこの同級生と同じ寮へ入居し、寝室以外は生活空間を共有することに

なった。しかし、生活習慣の違いがストレスとなったことで、思い切って同級生に自分の

思いをぶつけてみたのである。C さんの主観的評価は「5」の「相手を傷つけるような対立

に直接言及し、チーム全体の結びつきや将来的な効果を高めるやりかたで、その対立に取

り組み解決することを建設的に助ける。」であった。C さんが対立と向かい合ったことは事

実であるが、「対立に取り組み解決することを建設的に助ける」にはいたっていない。この

同級生に対して「言いたいことを言うように」することと、対立の解決を建設的に助ける

ことは同じではない。生活習慣の違いは継続して存在しているにもかかわらず、その点は

ふせて、やり過ごすことができるようになったに過ぎない。C さんに必要な指導は、スト

レスの原因となった生活習慣の違いを受け入れ、お互いが快適に生活できる環境づくりに

率先して取り組めるようにすることである（「対立から離れて、共通の基盤や当座の課題に

目を向け直す。」）。 
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4.2.2. 異文化知識・能力 

 「異文化知識・能力 VALUE ルーブリック」では、異文化知識・能力とは、「多様な文化

的文脈において効果的で適切なインタラクションを行うのを下支えする認知的・情意的・

行動的なスキルと特質の集合」と定義される（松下, 2012: 111）。 

 下の D さんの発言は、D さんが留学先で、一人で博物館にいるときの出来事である。博

物館に預けた荷物がなかなか手元に戻って来ず困り果てている状況である。D さんは自分

の荷物の特徴を一所懸命伝えようとするのだが、博物館の職員にはそれが伝わらない。 

 

もし日本で同じ状況になれば、「なんやこの人冷たいな」くらいにしか思わないかも

しれない。英語を第一言語としている人がそのセリフを聴いたらどれくらい冷たく

感じるかはわからないけど、自分にとってはすごく冷たい対応に感じて。 

 

 これは、D さんによる「スキル（言語的・非言語的コミュニケーション）」の場面である。

相手とのコミュニケーションをうまく運ぶことができずに不安になっている様子がうかが

える。D さんは、同じことばをかけられたとしても、英語を第一言語とする人とそうでは

ない自分とでは受け止め方が異なるであろうことに言及している。しかし、受け止め方の

違いは英語を第一言語とするかそうでないかの違いによるものであり、文化的差異による

ものであるとは考え至っていない。「スキル（言語的・非言語的コミュニケーション）」に

対する D さんの主観的評価は「3」、つまり「言語的・非言語的コミュニケーションにおけ

る文化的差異を認識し、それに参加している。また、それらの差異に基づきながら共通理

解を得るべく交渉しはじめている。」である。しかし、D さんが文化的差異を認識すること

ができているとはいえず、この文化的差異を認めたうえで共通理解をはかろうとしている

ともいえない。言語によるコミュニケーションの特徴の違いや冷たい印象を与える相手の

表情等に注意を払い、これらの差異や特性に基づいてコミュニケーションをはかろうとし

ているわけではないと思われる。 

 次の A さんと C さんの発言は「態度（好奇心）」に係るものである。 

 

韓国の人も日本とは少し違う。アジアの人っぽいけど、日本人とは少し違う、面白

い性格なのかなと思いました。 

（A さん） 

 

その子たちはどんな子なんだろう、どんなことが好きなんだろうと見よう、観察し

ようとしていたら、見えてくるものが「この子はこんな子なんだ」とか「ポケモン

のマンガ読んでる」とか、日本のことめっちゃ好きなんだということがわかってき

て、面白いなと思って仲よくなることができました。 

（C さん） 
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 同じ研修に参加している、ほかの国からの留学生との交流について語っている場面であ

る。A さん、C さんともに、主観的評価は「3」、つまり「他の文化について深い問いを投

げかけ、これらの問いに対する答えを探し出している。」と自己評価している。しかし、A

さんは韓国の知人の性格を面白いという表現でまとめており、C さんも相手のことを知ら

れて面白いといっているに過ぎず、深い問いを投げかけているとはいえない。A さんは「1」、

「他の文化についてもっと学びたいという最低限の興味を述べている。」であり、C さんは

「2」、「他の文化について単純で表面的な問いを投げかけている。」に該当する。A さんに

対する指導には、韓国の知人の性格を面白いの一言でかたずけるのではなく、どのような

点がどのように面白いのか、面白いと感じる要因はどこにあるのか等の問いを投げかけ、

これが異文化知識・理解に関する A さんの学習の視点となりうる。C さんについては、単

純な問いではなく深い問いを投げかけ、これらの問いに対する答えを探し出そうとする態

度を育成するべく指導する必要があることがわかる。ほかの文化についての好奇心（態度）

や共感（スキル）は、A さんや C さんだけではなく、B さんにも見られた。しかし、彼ら

に共通するのは、相手と自身、双方の世界観の見方から自分の経験を解釈したり、相手の

文化について深く考えたりする態度やスキルの獲得には至っていないということである。 

 

（授業をよく欠席したり、遅刻したりするメンバーが複数名いたという状況を思い

返して）それが面白いなとは思ったけど、もし日本で同じ状況（場所もメンバーも

日本（人））が発生したら、ちょっとストレスかも知れない。海外では「そういうも

のかな」くらいにしか感じなかった。 

（B さん） 

 

5. 海外体験の学習成果の課題 

 ここまで、学士課程教育の一環として提供される海外留学の学習成果測定の意義や目的、

その方法を探索してきた。本節では、ここまでの議論を踏まえて、大学教育において海外

留学を設定することの意義を考察する。大学は学生、なかでも学部生を海外へ送り出すこ

とによって、彼らにどのような能力を身につけさせようとしているのだろうか。海外留学

の学習成果に関するこれまでの研究を見ても、また、本稿で事例として取り上げた海外留

学プログラムを見ても、海外で学ぶことによってのみ獲得可能な能力というものは発見さ

れない。目標としての学習成果であれ、評価対象としての学習成果であれ、その根底にあ

るのは、多様性に関する知識とそれを運用する技能の確実な習得、これらの知識や技能を

基にした思考力や表現力、さらに、多様な人びとと協働する態度である。これらの能力が

海外留学によってのみ獲得可能なものでないのであれば、なぜこれほどまでに海外留学プ

ログラムが一般化しているのだろうか。それは、現在の大学教育における、能力というこ

とばが意味する範囲の広がりに関連している。能力ということばは論者や文脈によってさ
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まざまな意味で用いられる（松下, 2016）。本稿 1.2 及び 1.3 で確認したとおり、大学教育が

突きつけられる「（海外留学によって）学習者が何をどこまで習得することが期待されるの

か／習得したのか」という問いは、「何を知り、理解しているか」という知識だけに係って

いるのではない。「知っていることをどのように使うのか」というスキルや「（知識やスキ

ルを使って）どのように振る舞い、どのように関与していくのか」という態度にも係って

いる。 

 本稿では K 大学の 4 名の学生から得たインタビュー・データをもとに、彼らのチームワ

ークとリーダーシップ、異文化知識・理解に係る能力の主観的評価と、筆者による客観的

評価を試みた。分析の結果、学生による主観的評価と筆者による客観的評価の結果は必ず

しも一致せず、主観的評価の判定は概して客観的評価の判定よりも高く出る傾向にあるこ

とがわかった。彼らは留学先で「新しい能力」を試されるいくつかの場面に出くわしてい

る。学習成果の到達度を段階別にきめ細かく評価できるのがルーブリック評価の特長であ

り、教員が学生の学習成果を把握しそれに基づいた指導を行ったり、また、学生が自らの

学習成果を把握したうえで次の学習目標を立てたりすることが可能となる。 

 一方、学習成果測定の課題も見えてきた。まず、本稿 4 のような分析では海外留学の付

加価値、つまり、海外留学の正味の学習成果を測定することはできない。チームワークと

リーダーシップ、異文化知識・理解に関わる能力の自己評価に影響を与えると考えられる、

海外留学以外のあらゆる要素を取り除き、さらに、留学前の測定結果を差し引いたものが

海外留学によって付加的に生み出された学習成果である。学習成果という意味での海外留

学の意義を真に検討するためには、4 名の学生生活に関わるより詳細なデータの分析に加

えて、彼らの比較対象となるサンプルが必要となる。次に、ルーブリック評価のように、

特定の評価規準を設定すると、そのほかの能力を見えなくしてしまう危険性がある。設定

された評価規準に対する高い評価を得ようと意識するあまり、教育や学習が型にはまった

ものとなったり、試験対策の様相を呈してしまったりという副作用は否定できない。

VALUE ルーブリックは本来、評価対象としての学習成果に対応する表現に変換して使用

されるべき評価方法であり、GSP の評価方法として使用するためにはさらなる検討が必要

となる。本稿の 4 名のように短期外国語研修という同形態の留学のみならず、今日のよう

に海外留学による学習形態が多様化している状況においては、海外留学プログラム一つひ

とつにもっとも適した評価方法の開発と、評価、測定の時機を熟考する必要がある。 
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別表１ 「学士課程教育における海外体験の学習成果に関する研究」ルーブリック評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の

夏
の

海
外

語
学

研
修

へ
参

加
す

る
な

か
で

、
あ

な
た

が
実

際
に

体
験

し
た

り
、

そ
の

体
験

を
通

し
て

考
え

た
り

し
た

こ
と

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
こ

こ
で

い
う

「
参

加
」

と
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

決
定

か
ら

参
加

中
、

帰
国

後
、

現
在

ま
で

を
指

し
ま

す
。

 
下

の
表

の
１

～
１

１
の

行
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

A、
B、

C、
D

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

１
つ

の
み

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
（

例
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

）。
あ

な
た

が
体

験
し

た
り

、
考

え
た

り
し

た
こ

と
に

も
っ

と
も

近
い

も
の

を
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

 A～
D

の
う

ち
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

場
合

は
、「

該
当

な
し

」
へ

丸
印

（
○

）
を

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 
１

～
１

１
の

う
ち

の
い

ず
れ

か
の

項
目

に
つ

い
て

、
文

章
の

意
味

が
わ

か
ら

な
い

場
合

、
ま

た
は

回
答

し
た

く
な

い
場

合
は

、
何

も
記

入
し

な
く

て
構

い
ま

せ
ん

。
 

 こ
の

表
へ

記
入

し
た

内
容

が
、

あ
な

た
が

G
SP

を
履

修
す

る
に

際
し

て
有

利
に

働
い

た
り

、
反

対
に

、
あ

な
た

が
不

利
益

を
被

っ
た

り
す

る
こ

と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。

正
直

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 文
章

中
の

こ
と

ば
（「

チ
ー

ム
」

や
「

グ
ル

ー
プ

」、
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
な

ど
）

に
特

段
の

定
義

は
あ

り
ま

せ
ん

。
あ

な
た

の
体

験
に

即
し

て
自

由
に

解
釈

し
て

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
あ

な
た

以
外

の
他

者
に

つ
い

て
言

及
し

て
い

る
文

章
に

つ
い

て
、

そ
の

他
者

は
ど

な
た

で
も

構
い

ま
せ

ん
。

研
修

先
の

外
国

で
初

め
て

出
逢

っ
た

人
（

外
国

人
、

日
本

人
）

に
は

限
定

し
て

い
ま

せ
ん

。
日

本
か

ら
の

同
級

生
で

も
構

い
ま

せ
ん

。
 

 
4 

3 
2 

1 
該

当
な

し
 

（
例

）
 

代
替

的
な

考
え

や
提

案
の

長
所

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

チ
ー

ム
が

前
に

進
む

の
を

助
け

る
。

 

他
者

の
考

え
に

基
づ

い
た

代
替

的
な

解
決

法
や

行
動

計
画

を
提

案
す

る
。

 

グ
ル

ー
プ

の
作

業
を

前
進

さ
せ

る
た

め
に

新
た

な
示

唆
を

与
え

る
。

 

考
え

を
共

有
す

る
が

、
グ

ル
ー

プ
の

作
業

を
前

進
さ

せ
は

し
な

い
。

 
 

チ
ー

ム
の

話

し
合

い
へ

の

貢
献

 

代
替

的
な

考
え

や
提

案
の

長
所

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

チ
ー

ム
が

前
に

進
む

の
を

助
け

る
。

 

他
者

の
考

え
に

基
づ

い
た

代
替

的
な

解
決

法
や

行
動

計
画

を
提

案
す

る
。

 

グ
ル

ー
プ

の
作

業
を

前
進

さ
せ

る
た

め
に

新
た

な
示

唆
を

与
え

る
。

 

考
え

を
共

有
す

る
が

、
グ

ル
ー

プ
の

作
業

を
前

進
さ

せ
は

し
な

い
。

 
 

他
の

メ
ン

バ

ー
が

チ
ー

ム

に
貢

献
す

る

こ
と

の
促

進
 

誰
か

が
参

加
し

て
い

な
い

時
に

は
、

そ
の

こ
と

に
気

付
き

参
加

を
促

す
と

と
も

に
、

他
の

メ
ン

バ
ー

の
貢

献
を

建
設

的
に

積
み

重
ね

た
り

統
合

し
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
話

し
合

い
に

貢
献

す
る

の
を

促
進

す
る

、
と

い
う

や
り

方
で

、
彼

ら
を

チ
ー

ム
の

活
動

に
参

加
さ

せ
る

。
 

他
の

メ
ン

バ
ー

の
貢

献
を

建
設

的
に

積
み

重
ね

た
り

統
合

し
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
話

し
合

い
に

貢
献

す
る

の
を

促
進

す
る

、
と

い
う

や
り

方

で
、

彼
ら

を
チ

ー
ム

の
活

動
に

参
加

さ
せ

る
。

 

他
の

メ
ン

バ
ー

の
見

方
に

つ
い

て
言

い
な

お
し

、
さ

ら
に

（
も

し
く

は
）

そ
れ

を
明

確
に

す
る

よ
う

な
質

問
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

話
し

合
い

に
貢

献
す

る
の

を
促

進
す

る
、

と
い

う
や

り
方

で
、

彼
ら

を
チ

ー
ム

の
活

動
に

参
加

さ
せ

る
。

 

発
言

の
順

番
を

回
し

た
り

、
他

者
の

意
見

を
遮

っ
た

り
す

る
こ

と
な

く
傾

聴
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
を

チ
ー

ム
の

活
動

に
参

加
さ

せ
る

。
 

 

チ
ー

ム
の

話

し
合

い
以

外

の
場

で
の

個

人
的

貢
献

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
徹

底
的

か
つ

包
括

的
で

あ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
前

進
さ

せ
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

与
え

ら
れ

た
課

題
を

自
分

と
同

レ
ベ

ル
の

卓
越

性
で

完
成

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

率
先

し
て

助
け

る
。

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
徹

底
的

か
つ

包
括

的
で

あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
前

進
さ

せ
る

も
の

で
あ

る
。

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

前
進

さ
せ

る
も

の
で

あ
る

。
 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

 
 

建
設

的
な

チ

ー
ム

の
雰

囲

気
の

醸
成

 

以
下

全
て

を
行

う
こ

と
で

、
建

設
的

な
チ

ー
ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

3つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

2つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

1つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
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こ
の

夏
の

海
外

語
学

研
修

へ
参

加
す

る
な

か
で

、
あ

な
た

が
実

際
に

体
験

し
た

り
、

そ
の

体
験

を
通

し
て

考
え

た
り

し
た

こ
と

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
こ

こ
で

い
う

「
参

加
」

と
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

決
定

か
ら

参
加

中
、

帰
国

後
、

現
在

ま
で

を
指

し
ま

す
。

 
下

の
表

の
１

～
１

１
の

行
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

A、
B、

C、
D

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

１
つ

の
み

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
（

例
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

）。
あ

な
た

が
体

験
し

た
り

、
考

え
た

り
し

た
こ

と
に

も
っ

と
も

近
い

も
の

を
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

 A～
D

の
う

ち
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

場
合

は
、「

該
当

な
し

」
へ

丸
印

（
○

）
を

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 
１

～
１

１
の

う
ち

の
い

ず
れ

か
の

項
目

に
つ

い
て

、
文

章
の

意
味

が
わ

か
ら

な
い

場
合

、
ま

た
は

回
答

し
た

く
な

い
場

合
は

、
何

も
記

入
し

な
く

て
構

い
ま

せ
ん

。
 

 こ
の

表
へ

記
入

し
た

内
容

が
、

あ
な

た
が

G
SP

を
履

修
す

る
に

際
し

て
有

利
に

働
い

た
り

、
反

対
に

、
あ

な
た

が
不

利
益

を
被

っ
た

り
す

る
こ

と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。

正
直

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 文
章

中
の

こ
と

ば
（「

チ
ー

ム
」

や
「

グ
ル

ー
プ

」、
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
な

ど
）

に
特

段
の

定
義

は
あ

り
ま

せ
ん

。
あ

な
た

の
体

験
に

即
し

て
自

由
に

解
釈

し
て

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
あ

な
た

以
外

の
他

者
に

つ
い

て
言

及
し

て
い

る
文

章
に

つ
い

て
、

そ
の

他
者

は
ど

な
た

で
も

構
い

ま
せ

ん
。

研
修

先
の

外
国

で
初

め
て

出
逢

っ
た

人
（

外
国

人
、

日
本

人
）

に
は

限
定

し
て

い
ま

せ
ん

。
日

本
か

ら
の

同
級

生
で

も
構

い
ま

せ
ん

。
 

 
4 

3 
2 

1 
該

当
な

し
 

（
例

）
 

代
替

的
な

考
え

や
提

案
の

長
所

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

チ
ー

ム
が

前
に

進
む

の
を

助
け

る
。

 

他
者

の
考

え
に

基
づ

い
た

代
替

的
な

解
決

法
や

行
動

計
画

を
提

案
す

る
。

 

グ
ル

ー
プ

の
作

業
を

前
進

さ
せ

る
た

め
に

新
た

な
示

唆
を

与
え

る
。

 

考
え

を
共

有
す

る
が

、
グ

ル
ー

プ
の

作
業

を
前

進
さ

せ
は

し
な

い
。

 
 

チ
ー

ム
の

話

し
合

い
へ

の

貢
献

 

代
替

的
な

考
え

や
提

案
の

長
所

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

チ
ー

ム
が

前
に

進
む

の
を

助
け

る
。

 

他
者

の
考

え
に

基
づ

い
た

代
替

的
な

解
決

法
や

行
動

計
画

を
提

案
す

る
。

 

グ
ル

ー
プ

の
作

業
を

前
進

さ
せ

る
た

め
に

新
た

な
示

唆
を

与
え

る
。

 

考
え

を
共

有
す

る
が

、
グ

ル
ー

プ
の

作
業

を
前

進
さ

せ
は

し
な

い
。

 
 

他
の

メ
ン

バ

ー
が

チ
ー

ム

に
貢

献
す

る

こ
と

の
促

進
 

誰
か

が
参

加
し

て
い

な
い

時
に

は
、

そ
の

こ
と

に
気

付
き

参
加

を
促

す
と

と
も

に
、

他
の

メ
ン

バ
ー

の
貢

献
を

建
設

的
に

積
み

重
ね

た
り

統
合

し
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
話

し
合

い
に

貢
献

す
る

の
を

促
進

す
る

、
と

い
う

や
り

方
で

、
彼

ら
を

チ
ー

ム
の

活
動

に
参

加
さ

せ
る

。
 

他
の

メ
ン

バ
ー

の
貢

献
を

建
設

的
に

積
み

重
ね

た
り

統
合

し
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
話

し
合

い
に

貢
献

す
る

の
を

促
進

す
る

、
と

い
う

や
り

方

で
、

彼
ら

を
チ

ー
ム

の
活

動
に

参
加

さ
せ

る
。

 

他
の

メ
ン

バ
ー

の
見

方
に

つ
い

て
言

い
な

お
し

、
さ

ら
に

（
も

し
く

は
）

そ
れ

を
明

確
に

す
る

よ
う

な
質

問
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

話
し

合
い

に
貢

献
す

る
の

を
促

進
す

る
、

と
い

う
や

り
方

で
、

彼
ら

を
チ

ー
ム

の
活

動
に

参
加

さ
せ

る
。

 

発
言

の
順

番
を

回
し

た
り

、
他

者
の

意
見

を
遮

っ
た

り
す

る
こ

と
な

く
傾

聴
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
を

チ
ー

ム
の

活
動

に
参

加
さ

せ
る

。
 

 

チ
ー

ム
の

話

し
合

い
以

外

の
場

で
の

個

人
的

貢
献

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
徹

底
的

か
つ

包
括

的
で

あ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
前

進
さ

せ
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

与
え

ら
れ

た
課

題
を

自
分

と
同

レ
ベ

ル
の

卓
越

性
で

完
成

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

率
先

し
て

助
け

る
。

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
徹

底
的

か
つ

包
括

的
で

あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
前

進
さ

せ
る

も
の

で
あ

る
。

 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

そ
し

て
、

そ
の

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

前
進

さ
せ

る
も

の
で

あ
る

。
 

決
め

ら
れ

た
課

題
を

全
て

締
め

切
り

ま
で

に
完

成
さ

せ

る
。

 
 

建
設

的
な

チ

ー
ム

の
雰

囲

気
の

醸
成

 

以
下

全
て

を
行

う
こ

と
で

、
建

設
的

な
チ

ー
ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

3つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

2つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
 

以
下

の
う

ち
の

1つ
を

行
う

こ
と

で
、

建
設

的
な

チ
ー

ム

の
雰

囲
気

を
支

え
る

。
 

・
礼

儀
正

し
く

建
設

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

を
丁

重
に

扱
う

。
 

・
チ

ー
ム

や
そ

の
作

業
に

対
す

る
肯

定
的

な
態

度
を

伝
え

る
た

め
、

肯
定

的
な

話
し

方
や

書
き

方
の

調
子

、
表

情
、

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
ボ

デ
ィ

ー
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

を
用

い

る
。

 

・
課

題
の

重
要

さ
や

、
そ

れ
を

遂
行

す
る

チ
ー

ム
の

能
力

に
対

す
る

自
信

を
表

明
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

メ
ー

ト
を

動
機

づ
け

る
。

 

・
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

支
援

お
よ

び
（

も
し

く
は

）
励

ま
し

を
与

え
る

。
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別表１ 「学士課程教育における海外体験の学習成果に関する研究」ルーブリック評価表（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表
へ

の
記

入
は

以
上

で
す

。
ご

協
力

く
だ

さ
い

ま
し

て
、

有
難

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

そ
れ

で
は

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

お
話

を
う

か
が

え
る

の
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
。

 

 
4 

3 
2 

1 
該

当
な

し
 

［
チ
ー

ム
内

で
の
］

対
立

へ
の

対
応

 

相
手

を
傷

つ
け

る
よ

う
な

対
立

に
直

接
言

及
し

、
チ

ー
ム

全
体

の
結

び
つ

き
や

将
来

的
な

効
果

を
高

め
る

や
り

か
た

で
、

そ
の

対
立

に
取

り
組

み
解

決
す

る
こ

と
を

建
設

的
に

助
け

る
。

 

対
立

を
認

識
し

、
把

握
し

た
上

で
、

そ
れ

に
取

り
組

み
続

け
る

。
 

対
立

か
ら

離
れ

て
、

共
通

の
基

盤
や

当
座

の
課

題
に

目
を

向
け

直
す

。
 

代
替

的
な

視
点

、
考

え
、

意
見

を
受

動
的

に
受

け
入

れ

る
。
 

 

知
識

 

文
化

的
自

覚
 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
の

洞
察

を
は

っ
き

り
と

述
べ

て
い

る
。（

例
え

ば
、

複
雑

性
を

追
求

す
る

。

す
な

わ
ち

、
自

分
の

経
験

が
ど

の
よ

う
に

こ
れ

ら
の

規
則

を
形

づ
く

っ
て

き
た

の
か

、
ま

た
、

文
化

的
偏

見
を

ど
う

認
識

し
そ

れ
に

ど
う

応
え

る
の

か
、

と
い

う
こ

と
に

自
覚

的
で

あ
り

、
結

果
的

に
自

己
描

写
に

変
化

を
も

た
ら

す
。）

 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
新

た
な

見
方

を
認

識
し

て
い

る
。（

例
え

ば
、

同
一

で
あ

る
こ

と
を

期
待

し

な
い

、
す

な
わ

ち
新

た
な

視
点

が
提

供
す

る
複

雑
性

を
受

け
入

れ
る

な
ど

。）
 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
を

識
別

し
て

い
る

。（
例

え

ば
、

自
身

の
文

化
的

グ
ル

ー
プ

で
共

有
さ

れ
て

い
る

規
則

を
強

く
好

み
、

他
者

の
中

に
自

分
と

同
一

で
あ

る
こ

と
を

求
め

る
な

ど
。）

 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
（

自
身

の
文

化
的

グ
ル

ー
プ

で
共

有
さ

れ
て

い
る

も
の

で
も

）
最

小
限

の
自

覚
を

示
し

て
い

る
。（

例
え

ば
、

他
者

と
の

文
化

的
差

異

を
識

別
し

不
快

に
感

じ
る

な
ど

。）
 

 

知
識

 

文
化

的
な

世

界
観

の
枠

組

み
に

つ
い

て

の
知

識
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
洗

練
さ

れ
た

理
解

を
示

し
て

い
る

。
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
十

分
な

理
解

を
示

し
て

い
る

。
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
部

分
的

な
理

解
を

示
し

て
い

る
。

 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
表

面
的

な
理

解
を

示
し

て
い

る
。

 

 

ス
キ

ル
 

共
感

 

自
身

の
世

界
観

、
お

よ
び

一
つ

以
上

の
世

界
観

の
見

方
か

ら
異

文
化

経
験

を
解

釈
す

る
と

と
も

に
、

異
な

る
文

化
を

持
つ

グ
ル

ー
プ

の
感

情
を

認
識

し
た

支
持

的
な

や
り

方
で

行
動

で
き

る
能

力
を

示
し

て
い

る
。

 

一
つ

以
上

の
世

界
観

の
知

的
・

感
情

的
側

面
を

認
識

し
、

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
お

い
て

一
つ

以
上

の
世

界
観

を
用

い
る

こ
と

が
あ

る
。

 

他
の

文
化

的
見

方
の

構
成

要
素

を
識

別
し

て
い

る
が

、
あ

ら
ゆ

る
状

況
に

お
い

て
自

身
の

世
界

観
で

反
応

し
て

い

る
。
 

他
者

の
経

験
を

見
て

は
い

る
が

、
自

身
の

文
化

的
世

界
観

を
通

し
て

そ
れ

を
行

っ
て

い
る

。
 

 

ス
キ

ル
 

言
語

的
・

非

言
語

的
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

に
つ

い
て

の
複

雑
な

理
解

を
明

確
に

述
べ

て
い

る
。（

例
え

ば
、

さ
ま

ざ
ま

な
文

化
に

お
い

て
人

々
が

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

際
に

、
ど

の
程

度
身

体
的

コ
ン

タ
ク

ト
を

用
い

る
か

、
あ

る
い

は
、

ど
の

程
度

直
接

的
／

間
接

的
な

意
味

や
明

白
／

暗
黙

の
意

味
を

用
い

る
か

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

示
す

）。
ま

た
、

そ

れ
ら

の
差

異
に

基
づ

き
な

が
ら

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
う

ま
く

交
渉

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

を
認

識
し

、
そ

れ
に

参
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

そ
れ

ら
の

差
異

に
基

づ
き

な
が

ら
共

通
理

解
を

得
る

べ
く

交
渉

し
は

じ
め

て
い

る
。

 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

を
い

く
つ

か
識

別
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

誤
解

と
い

う
も

の
は

こ
れ

ら
の

差
異

に
基

づ
い

て
起

こ
る

と
い

う
こ

と
に

気
づ

い
て

い
る

が
、

ま
だ

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
交

渉
す

る
こ

と
は

で
き

て
い

な
い

。
 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

に
つ

い
て

最
低

限
レ

ベ
ル

の
理

解
を

持
っ

て
い

る
（

に
す

ぎ
な

い
）。

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
交

渉
す

る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

 

 

態
度

 

好
奇

心
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

の
複

雑
な

問
い

を
投

げ
か

け
、

こ
れ

ら
の

問
い

に
対

し
多

文
化

的
な

見
方

を
投

影
し

た
答

え
を

探
し

出
し

、
そ

れ
を

は
っ

き
り

と
述

べ
て

い
る

。
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

深
い

問
い

を
投

げ
か

け
、

こ
れ

ら
の

問
い

に
対

す
る

答
え

を
探

し
出

し
て

い
る

。
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

単
純

で
表

面
的

な
問

い
を

投
げ

か
け

て
い

る
。

 

他
の

文
化

に
つ

い
て

も
っ

と
学

び
た

い
と

い
う

最
低

限
の

興
味

を
述

べ
て

い
る

。
 

 

態
度

 

オ
ー

プ
ン

さ
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

自
分

か
ら

始
め

て
、

そ
れ

を
発

展
さ

せ
て

い
る

。
文

化
的

に
異

な
る

他
者

と
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

価
値

判
断

を
保

留
し

て
い

る
。

 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

自
分

か
ら

始
め

て
い

る
。

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
価

値
判

断
を

保
留

し
始

め
て

い

る
。
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
の

（
す

べ
て

で
は

な
い

に
せ

よ
）

大
半

に
お

い
て

、
オ

ー
プ

ン
さ

を
表

し
て

い
る

。
文

化
的

に
異

な
る

他
者

と
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

価
値

判
断

を
保

留
す

る
の

は
困

難
で

あ
る

が
、

自
身

の
判

断
に

気
付

い
て

お
り

、
変

え
よ

う
と

す
る

意
志

を
表

し
て

い
る

。
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
価

値
判

断
を

保
留

す
る

の
は

困
難

で
あ

り
、

自
身

の
判

断
に

気
付

い
て

い
な

い
。
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 表
へ

の
記

入
は

以
上

で
す

。
ご

協
力

く
だ

さ
い

ま
し

て
、

有
難

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

そ
れ

で
は

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

お
話

を
う

か
が

え
る

の
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
。

 

 
4 

3 
2 

1 
該

当
な

し
 

［
チ
ー

ム
内

で
の
］

対
立

へ
の

対
応

 

相
手

を
傷

つ
け

る
よ

う
な

対
立

に
直

接
言

及
し

、
チ

ー
ム

全
体

の
結

び
つ

き
や

将
来

的
な

効
果

を
高

め
る

や
り

か
た

で
、

そ
の

対
立

に
取

り
組

み
解

決
す

る
こ

と
を

建
設

的
に

助
け

る
。

 

対
立

を
認

識
し

、
把

握
し

た
上

で
、

そ
れ

に
取

り
組

み
続

け
る

。
 

対
立

か
ら

離
れ

て
、

共
通

の
基

盤
や

当
座

の
課

題
に

目
を

向
け

直
す

。
 

代
替

的
な

視
点

、
考

え
、

意
見

を
受

動
的

に
受

け
入

れ

る
。
 

 

知
識

 

文
化

的
自

覚
 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
の

洞
察

を
は

っ
き

り
と

述
べ

て
い

る
。（

例
え

ば
、

複
雑

性
を

追
求

す
る

。

す
な

わ
ち

、
自

分
の

経
験

が
ど

の
よ

う
に

こ
れ

ら
の

規
則

を
形

づ
く

っ
て

き
た

の
か

、
ま

た
、

文
化

的
偏

見
を

ど
う

認
識

し
そ

れ
に

ど
う

応
え

る
の

か
、

と
い

う
こ

と
に

自
覚

的
で

あ
り

、
結

果
的

に
自

己
描

写
に

変
化

を
も

た
ら

す
。）

 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
新

た
な

見
方

を
認

識
し

て
い

る
。（

例
え

ば
、

同
一

で
あ

る
こ

と
を

期
待

し

な
い

、
す

な
わ

ち
新

た
な

視
点

が
提

供
す

る
複

雑
性

を
受

け
入

れ
る

な
ど

。）
 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
を

識
別

し
て

い
る

。（
例

え

ば
、

自
身

の
文

化
的

グ
ル

ー
プ

で
共

有
さ

れ
て

い
る

規
則

を
強

く
好

み
、

他
者

の
中

に
自

分
と

同
一

で
あ

る
こ

と
を

求
め

る
な

ど
。）

 

自
身

の
文

化
的

規
則

や
偏

見
に

つ
い

て
（

自
身

の
文

化
的

グ
ル

ー
プ

で
共

有
さ

れ
て

い
る

も
の

で
も

）
最

小
限

の
自

覚
を

示
し

て
い

る
。（

例
え

ば
、

他
者

と
の

文
化

的
差

異

を
識

別
し

不
快

に
感

じ
る

な
ど

。）
 

 

知
識

 

文
化

的
な

世

界
観

の
枠

組

み
に

つ
い

て

の
知

識
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
洗

練
さ

れ
た

理
解

を
示

し
て

い
る

。
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
十

分
な

理
解

を
示

し
て

い
る

。
 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
部

分
的

な
理

解
を

示
し

て
い

る
。

 

歴
史

、
価

値
観

、
政

治
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
、

経
済

、
あ

る
い

は
信

条
や

実
践

に
関

し
、

自
分

と
異

な
る

文
化

の
成

員
に

と
っ

て
重

要
な

要
素

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
表

面
的

な
理

解
を

示
し

て
い

る
。

 

 

ス
キ

ル
 

共
感

 

自
身

の
世

界
観

、
お

よ
び

一
つ

以
上

の
世

界
観

の
見

方
か

ら
異

文
化

経
験

を
解

釈
す

る
と

と
も

に
、

異
な

る
文

化
を

持
つ

グ
ル

ー
プ

の
感

情
を

認
識

し
た

支
持

的
な

や
り

方
で

行
動

で
き

る
能

力
を

示
し

て
い

る
。

 

一
つ

以
上

の
世

界
観

の
知

的
・

感
情

的
側

面
を

認
識

し
、

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
お

い
て

一
つ

以
上

の
世

界
観

を
用

い
る

こ
と

が
あ

る
。

 

他
の

文
化

的
見

方
の

構
成

要
素

を
識

別
し

て
い

る
が

、
あ

ら
ゆ

る
状

況
に

お
い

て
自

身
の

世
界

観
で

反
応

し
て

い

る
。
 

他
者

の
経

験
を

見
て

は
い

る
が

、
自

身
の

文
化

的
世

界
観

を
通

し
て

そ
れ

を
行

っ
て

い
る

。
 

 

ス
キ

ル
 

言
語

的
・

非

言
語

的
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

に
つ

い
て

の
複

雑
な

理
解

を
明

確
に

述
べ

て
い

る
。（

例
え

ば
、

さ
ま

ざ
ま

な
文

化
に

お
い

て
人

々
が

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

際
に

、
ど

の
程

度
身

体
的

コ
ン

タ
ク

ト
を

用
い

る
か

、
あ

る
い

は
、

ど
の

程
度

直
接

的
／

間
接

的
な

意
味

や
明

白
／

暗
黙

の
意

味
を

用
い

る
か

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

示
す

）。
ま

た
、

そ

れ
ら

の
差

異
に

基
づ

き
な

が
ら

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
う

ま
く

交
渉

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

を
認

識
し

、
そ

れ
に

参
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

そ
れ

ら
の

差
異

に
基

づ
き

な
が

ら
共

通
理

解
を

得
る

べ
く

交
渉

し
は

じ
め

て
い

る
。

 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

を
い

く
つ

か
識

別
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

誤
解

と
い

う
も

の
は

こ
れ

ら
の

差
異

に
基

づ
い

て
起

こ
る

と
い

う
こ

と
に

気
づ

い
て

い
る

が
、

ま
だ

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
交

渉
す

る
こ

と
は

で
き

て
い

な
い

。
 

言
語

的
・

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
文

化
的

差
異

に
つ

い
て

最
低

限
レ

ベ
ル

の
理

解
を

持
っ

て
い

る
（

に
す

ぎ
な

い
）。

共
通

理
解

を
得

る
べ

く
交

渉
す

る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

 

 

態
度

 

好
奇

心
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

の
複

雑
な

問
い

を
投

げ
か

け
、

こ
れ

ら
の

問
い

に
対

し
多

文
化

的
な

見
方

を
投

影
し

た
答

え
を

探
し

出
し

、
そ

れ
を

は
っ

き
り

と
述

べ
て

い
る

。
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

深
い

問
い

を
投

げ
か

け
、

こ
れ

ら
の

問
い

に
対

す
る

答
え

を
探

し
出

し
て

い
る

。
 

他
の

文
化

に
つ

い
て

単
純

で
表

面
的

な
問

い
を

投
げ

か
け

て
い

る
。

 

他
の

文
化

に
つ

い
て

も
っ

と
学

び
た

い
と

い
う

最
低

限
の

興
味

を
述

べ
て

い
る

。
 

 

態
度

 

オ
ー

プ
ン

さ
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

自
分

か
ら

始
め

て
、

そ
れ

を
発

展
さ

せ
て

い
る

。
文

化
的

に
異

な
る

他
者

と
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

価
値

判
断

を
保

留
し

て
い

る
。

 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

自
分

か
ら

始
め

て
い

る
。

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
価

値
判

断
を

保
留

し
始

め
て

い

る
。
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
の

（
す

べ
て

で
は

な
い

に
せ

よ
）

大
半

に
お

い
て

、
オ

ー
プ

ン
さ

を
表

し
て

い
る

。
文

化
的

に
異

な
る

他
者

と
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

価
値

判
断

を
保

留
す

る
の

は
困

難
で

あ
る

が
、

自
身

の
判

断
に

気
付

い
て

お
り

、
変

え
よ

う
と

す
る

意
志

を
表

し
て

い
る

。
 

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

文
化

的
に

異
な

る
他

者
と

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
価

値
判

断
を

保
留

す
る

の
は

困
難

で
あ

り
、

自
身

の
判

断
に

気
付

い
て

い
な

い
。
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